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エグゼクティブサマリー

レポート・ガイドライン

韓国のサムスン電子、LG電子は半導体、薄型テレビ、携帯電話等の総
合電機メーカーとして日本の電機メーカーと競争及び比較の対象といえる。
特に2003年～2004年の間、この2社の実績が史上で例のない好調傾向
をみせ、特に携帯電話事業でグローバル企業としての様相を高め、同期間
内で相対的に不振となった日本企業としては、注目する必要性がさらに高
まったといえる。

一方2005年はサムスン電子、LG電子にとって以前の2年間（2003～
2004年）と全く違う様相を呈した年となった。

［図］2005年日韓の主な総合電機メーカーの売上高及び営業利益比較

注1:会計年度基準（サムスン電子、LG電子は12月末、日本企業は3月末）
注2:100円＝930.66ウォンで換算（2005年年平均為替レート）

Source:各社IR資料、ROA Group
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［図］日韓の主な電機メーカーの前年比売上及び営業利益成長率比較

注1:会計年度基準（サムスン電子、LG電子は12月末、日本企業は3月末）
注2:2004年は100円＝1058.76ウォン、2005年は100円＝930.66ウォンで換算（各該当年度の年平均為替レート）

Source:各社IR資料（2006年3月末基準）、ROA Group

売上面ではサムスン電子が13.4％、LG電子が9.7％の成長をみせたが、
営業利益率は各々－23.7％、－16.7％を記録した。同期間の通貨上昇率
を考慮すると、売上は微々たる成長となっており、現状維持すら大変な状
況である。また営業利益率は上記数値よりさらに悪化したことを指している。

にもかかわらず、サムスン電子、LG電子は既に日本の有数の電機メー
カーと規模及び製品ポートフォリオにおいて肩を並べるほどのレベルまで
上がっている。日本や韓国の総合電機メーカー 10社の2005年売上高を比
較すると、サムスン電子は東芝と同様の水準で、LG電子はシャープと比較
に値する水準である。特に2005年のサムスン電子の売上対比営業利益率
は、前年対比大幅に悪化したにもかかわらず、2ケタ台を記録して他社を
圧倒している。米国Interbrand社のグローバルブランドランキングでは、
サムスン電子がソニーを超えて20位にランクインされ、LG電子は2005
年に初めてグローバルランキングトップ100位内に入った。
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このように2005年下半期から2006年現時点まで、サムスン電子とLG
電子は2003～2004年の史上で例のない成長から一変し苦戦する姿を見
せているが、グローバル業界ではブランドの確立に成功した後さらに次の
段階へアップグレードできるかどうかのテスト時期であり、よって現時点
の2社の競争力及びその動きを考察することに意味がある。

レポート構成

本レポートは、特に日本国内の企業の戦略設定に密接な関係のある海外
企業を対象に、年間実績、戦略及び競争力を分析するROA　Groupの「プ
レイヤー分析プログラム」の一環である。2005年上半期にROA　Group
が発行した「韓国サムスン電子とLG電子の競争力分析」の2006年版に当
たるが、2005年発行版とはレポートの内容と構成において少々違いがある。

本レポートの第1章及び第2章は、サムスン電子及びLG電子の競争力分
析として独立した構成をとった。

サムスン電子、LG電子の2005年の実績を分析し、現在の状況での競争
力及びリスク要因を共に分析する。よって財務、製品、マーケティング・
ブランド、人材及び技術経営面での両社の競争要素を分析した後、最後に
両社のリスク要因及びリスク管理状況を分析する。韓国の大企業を取り巻
く経営環境はかなり特殊な面があり、この部分が両社の競争力及びリスク
に及ぼす影響は少なくない。

第3章では、日本企業とサムスン電子及びLG電子の競争力を比較する。
財務、マーケティング・ブランド、技術面で簡単な指標を設定し、日本企
業とサムスン及びLGの相対的な優劣を比較した。

第3章の内容をもとに、第4章では日本企業へのインプリケーションを
提示する。
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内容面では2005年上半期に発行した「韓国サムスン電子とLG電子の競
争力分析」が、両社の事業やブランド戦略等を全般的に紹介することに焦
点をあてたが、2006年版の本レポートでは、2005年の実績及び現時点で
の両社の競争力及び危機的状況を分析することに焦点をあてた。

購読対象

本レポートは、サムスン電子及びLG電子と直接的な競争関係にある電
機メーカーを対象に企画された。特に半導体、液晶テレビ、携帯電話事業、
家電及びその他電子製品事業等で、グローバルな競争関係にある事業者に
とって参考資料となることを期待する。

またサムスン電子及びLG電子は、短期間にグローバルマーケティング
に成功した代表的なケースとして分類される。特にグローバル戦略製品を
選定し「選択と集中」を遂行した点と、携帯電話事業及びハイグレード家電
製品市場へ浸透させるために、欧州及び北米で展開したプレミアムブラン
ド戦略は、日本の国内企業の海外進出戦略において良いベンチマークとい
えるだろう。


